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１　背景と目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

１）背景  

（１）はじめに 

人口減少や高齢化の進行に伴う税収の減少、社会保障費の増加などにより厳しい財政状

況が続く中、公共施設等を取り巻く環境や公共施設に求められるニーズは大きく変化して

います。鳥取県が保有する公共施設及び土木インフラは高度経済成長期を中心に多数整備

されており、今後、それらの老朽化に伴い維持管理費用の増加が懸念されます。 

こうした課題を解決するため、鳥取県では「鳥取県公共施設等総合管理計画（案）平成

28年3月 鳥取県」や「鳥取県インフラ長寿命化計画（行動計画）-社会経済活動の維持と発

展を支える社会基盤の戦略的な長寿命化対策- 平成28年3月 鳥取県（以下「行動計画」と

する）」を策定し、適切な維持管理による機能確保と施設の長寿命化実現に努めています。 

 

（２）日野町におけるトンネル維持管理の課題 

日野町で管理するトンネルは、町道日野金城2号線に位置する久住トンネルおよび、町道

濁谷滝山線に位置する鶴見トンネル、黒谷トンネル、茗荷谷トンネルの４トンネルです。 

各トンネルは供用から20年以上が経過しており、トンネルの目地部を中心に経年劣化に

よる変状を複数確認しています。 

また、山梨県 笹子トンネル天井板崩落事故（2012年12月）等の事故を契機に、維持管理

の必要性・重要性が再認識されているなかで、適切な維持管理に努めることが緊急の課題

となっています。 

 

 

２）目的  

　上記の背景を鑑みて、日野町では管理する４トンネルの安全性・信頼性を保持できるよ

う、従来の『事後保全』から軽微な損傷段階で対策する『予防保全』に転換し、第三者被

害の早期解消（社会的リスクの軽減）を図るとともに、中長期的な予算の平準化を目的に

「日野町道路トンネル長寿命化修繕計画」を策定することとしました。 

　 

 

３）計画期間  

　本計画の計画期間は、令和５（2023）年度に実施した定期点検に基づく健全性の診断結

果より、令和10（2028）年度の次回点検までを計画期間としました。
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２　対象トンネルの概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

１）トンネル諸元  

　日野町で管理する４トンネルの位置図を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　各トンネルの詳細を以降に示します。 

■トンネル全体位置図

（引用資料）国土地理院　電子地形図（タイル）

電子国土Web：https://maps.gsi.go.jp/

日野町役場
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＜久住トンネル＞ 

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■トンネル諸元

2000年

■トンネル位置図

■坑口写真

（引用資料）国土地理院　電子地形図（タイル）

電子国土Web：https://maps.gsi.go.jp/

起点側坑口 終点側坑口

トンネル延長 447.0m（うち日野町管理230.3m）完成年次 （経過年数20年)

路線名 町道日野金城2号線 建設工法 NATM

トンネル名 久住トンネル 車道幅員 4.0m

久住トンネル

L=447.0ｍ
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＜鶴見トンネル＞ 

 

 

■トンネル諸元

1997年

■トンネル位置図

■坑口写真

電子国土Web：https://maps.gsi.go.jp/

起点側坑口 終点側坑口

路線名 町道濁谷滝山線 建設工法 NATM

（引用資料）国土地理院　電子地形図（タイル）

トンネル名 鶴見トンネル 車道幅員 5.5m

トンネル延長 465.7m 完成年次 （経過年数23年)

鶴見トンネル

L=465.7ｍ
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＜黒谷トンネル＞ 

 

 

 

■トンネル諸元

1997年

■トンネル位置図

■坑口写真

（引用資料）国土地理院　電子地形図（タイル）

電子国土Web：https://maps.gsi.go.jp/

起点側坑口 終点側坑口

トンネル延長 269.0m 完成年次 （経過年数23年)

路線名 町道濁谷滝山線 建設工法 NATM

トンネル名 黒谷トンネル 車道幅員 5.5m

黒谷トンネル

L=269ｍ



8 

＜茗荷谷トンネル＞ 

 ■トンネル諸元

1994年

■トンネル位置図

■坑口写真

電子国土Web：https://maps.gsi.go.jp/

起点側坑口 終点側坑口

路線名 町道濁谷滝山線 建設工法 NATM

（引用資料）国土地理院　電子地形図（タイル）

トンネル名 茗荷谷トンネル 車道幅員 5.5m

トンネル延長 219.0m 完成年次 （経過年数26年)

茗荷谷トンネル

L=219.0ｍ



9 

２）NATM の施工方法と変状の特徴  

（１）工法概要 

　日野町が管理する４トンネルはいずれも『ＮＡＴＭ』(New Austrian Tunneling Method

の略)という施工方法によって作られたトンネルです。 

 

　◆ＮＡＴＭ：地山の緩みに対して支保工（吹付コンクリート、ロックボルト）と地山を

一体化することで形状を保持します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.1　ＮＡＴＭの工法概念図 

 

（２）発生しやすい変状 

一般的に覆工コンクリート打設時の継ぎ目（目地部）に変状が多く発生します。 

トンネルは移動式鋼製型枠（セントル）を用いてコンクリートを打設しますが、工事期

間の関係から、まだ強度が完全に発現していない状態で、次の区間のコンクリートを打設

します。その際、若齢材のコンクリートに対して、過度に型枠が押し当てられることで、

ひび割れが発生します。このひび割れが経年劣化等により進行すると、覆工コンクリート

がひび割れに沿って縁切れ（ブロック化）し、車道上に落下することで利用者被害に繋が

る懸念があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2.2　覆工打設時におけるひび割れ発生モデル 
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３）これまでの管理状況  

 

　日野町が管理する４トンネルでは、5 年に 1 回のトンネル定期点検や適宜実施している道路

パトロールにより、トンネルの状態を確認してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.1　H30 年度 定期点検状況 
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３　管理基本方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  

１）点検の種類  

日野町では引き続き『道路管理パトロール』『トンネル定期点検』の 2 種類の点検を実

施し、道路トンネルの健全性を詳細に把握することとしています。 

 

（１） 道路管理パトロール 

① 通常パトロール 

・パトロール車の車内から目視にて道路及び道路の利用状況を点検します。 

・月に 1 回程度実施します。 

 

② 異常時パトロール 

・「パトロール要領」に基づき実施します。 

・パトロール車の車内から目視にて道路及び道路の利用状況を点検します。 

・風水害、地震その他の自然災害により通行障害等が発生した場合、またはそのおそ

れがある場合に実施します。 

 

 

（２）トンネル定期点検（法定点検） 

　・「道路トンネル定期点検要領」（H31.4）に基づき点検を実施します。 

　・高所作業車を使用した近接目視や、ハンマーによる打音・触診などにより変状・異常

状態の確認を行います。 

・トンネル本体工および附属物の取付状態に対して、5年に1回の点検を基本とします。

（附属物の機能については『道路管理パトロール』にて確認） 

　・利用者被害の可能性のある変状を確認した場合は、点検作業の範囲内でできる応急措

置を実施します。 
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２）トンネル定期点検での点検箇所・着目箇所  

トンネル定期点検では『トンネル本体工』および『トンネル内附属物の取付状態』の確

認を行います。点検箇所・着目点は『道路トンネル定期点検要領』より、以下の通りとし

ます。 

 

（１）トンネル本体工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3.2　トンネル本体工点検箇所 

出典）道路トンネル定期点検要領　H31.4　鳥取県県土整備部　道路企画課　P17 
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表3.1　トンネル本体工着目箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）道路トンネル定期点検要領　H31.4　鳥取県県土整備部　道路企画課　P21 
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（２）トンネル内附属物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3.3　トンネル内附属物点検箇所 

 

 

表3.2　トンネル内附属物着目箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）道路トンネル定期点検要領　H31.4　鳥取県県土整備部　道路企画課　P54 
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３）健全性の診断 

トンネル本体工の変状は、下表の判定区分に従って分類します。 

 

表3.3　対策区分の判定（本体工） 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）道路トンネル定期点検要領　H31.4　鳥取県県土整備部　道路企画課　P4 

 

対策区分の判定を基に、トンネルの変状・異常が利用者に及ぼす影響を詳細に把握し、

適切な措置を計画するために、健全性の診断を行います。 

 

 

また、トンネル内附属物の異常は下表の判定区分に従って分類を行います。点検によ

り異常（×判定）が確認された場合は、日々の維持管理にて速やかに対応します。 

 

表3.4　対策区分の判定（附属物） 

 

 

 

 

出典）道路トンネル定期点検要領　H31.4　鳥取県県土整備部　道路企画課　P13 
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４．対策優先順位の考え方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

一般的にトンネルの対策優先順位は、トンネルの健全性（定期点検結果等）と施設の重

要度（交通量や役割等）を総合的に判断して決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象トンネルのうち、鶴見、黒谷、茗荷谷トンネルが位置する町道濁谷滝山線と、久住

トンネルが位置する町道日野金城２号線は、交通量や迂回路の有無、緊急輸送道路の指定

といった路線の重要度で明確な差がありません。 

 

よって本計画では各トンネルの劣化状況を考慮して、4 トンネルの優先順位付けを行い

ます。 

 

 

５　個別施設の状態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

１）点検結果総括  

対象４トンネルの主たる変状は、横断目地部やひび割れ沿いの「うき」です。Ⅳ～Ⅲ

判定相当の変状も確認したが、叩き落としによる処置を実施しました。処置後の判定は

叩き落とし後の状態に応じて決定しました。 

不安定箇所が除去できた場合はⅠ～Ⅱb 判定、叩き落とし後も打音異常や安定が確認

できない残存物がある場合には、Ⅱa～Ⅲ判定としました。 

その他の要対策変状（Ⅱa 判定）は「鋼材露出」や「滴水」、「外力作用の懸念のある
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ひび割れ（鶴見トンネル）」を確認しました。 

附属物は久住トンネル以外の 3 トンネルで「×判定」の灯具を複数確認しました。主

たる変状は取付金具周りの錆であり、灯具の取付状況に影響があると判断し「×判定」

となっています。 

各トンネルの対策区分判定（箇所数）を下表に示す。 

 

表 5.1 点検結果一覧（箇所数）　2023 年点検実施 

＊久住トンネルは附属物が無いため、附属物の判定は「-」としている。 

表 5.2 判定区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）道路トンネル定期点検要領 H27.7 鳥取県県土整備部道路企画課 P30 

 

２）優先順位に関わる施設情報  

　管理トンネルが位置する路線が果たしている役割・機能、利用状況（交通量）、重要性（迂

回路や、緊急輸送道路指定の有無）等を以下に整理します。 

 

＜町道日野金城２号線＞・・・久住トンネル 

○役割・機能 

　国道 180 号の北側に位置し、日野町下榎から日南町菅沢まで菅沢日野線を経由し、国道

 
トンネル名 町道名 竣工年次

各判定の箇所数 附属物

健全性  
Ⅳ Ⅲ Ⅱa Ⅱb Ⅰ ×

 
久住トンネル 日野金城２号線 ２０００ ０ ０ ３ ８ ６ － Ⅱ

 
鶴見トンネル 濁谷滝山線 １９９７ ０ ２ １０ ３８ ４ ５１ Ⅲ

 
黒谷トンネル 濁谷滝山線 １９９７ ０ ４ ９ ９０ ２７ ５７ Ⅲ

 
茗荷谷トンネル 濁谷滝山線 １９９７ ０ ４ １３ １０７ ９ ７５ Ⅲ
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180 号の迂回路としての機能を有します。 

 

○利用状況 

　日中の交通量は僅かで、また、冬季は通行止めとなります。 

 

○重要性 

　当該路線は緊急輸送道路ネットワーク計画外の路線であり、また、冬季は閉鎖されてい

ることからも、他の周辺路線と比較すると重要性は低くなると想定します。 

 

 

＜町道濁谷滝山線＞・・・鶴見、黒谷、茗荷谷トンネル 

○役割・機能 

　日野町高尾付近で国道 180 号から分岐し、日野町中菅で上石見黒坂停車場線に合流しま

す。国道 180 号のうち、根雨駅から黒坂駅までの迂回路としての機能を有します。 

 

○利用状況 

　日中の交通量は僅かで、また、冬季は通行止めとなります。 

 

○重要性 

　当該路線は緊急輸送道路ネットワーク計画外の路線であり、また、冬季は閉鎖されてい

ることからも、他の周辺路線と比較すると重要性は低くなると想定します。 
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３）点検結果を基にした優先順位 

　本計画では点検結果を点数化（以降、健全度と称す）することで劣化度合いを評価し、

対策優先順位を決定します。 

 

　整理の結果、各トンネルの健全度は次のとおりとなりました。 

　優先順位の決定にあたっては、まずトンネル健全性の区分でゾーニングを実施し、健全

性が同じトンネルは、健全度により順位付けを実施しました。 

 

表 5.3 健全度集計 

 

 

 

トンネル名

各判定の箇所数

健全度点数 健全性 優先順位  
Ⅳ Ⅲ Ⅱa Ⅱb Ⅰ

 
久住トンネル ０ ０ ３ ８ ６ １，５６０ Ⅱ ４

 
鶴見トンネル ０ ２ １０ ３８ ４ ４，７００ Ⅲ ３

 
黒谷トンネル ０ ４ ９ ９０ ２７ １１，６８０ Ⅲ ２

 
茗荷谷トンネル ０ ４ １３ １０７ ９ １１，７３０ Ⅲ １

 
判定 点数

 Ⅰ １００

 Ⅱb ９０

 Ⅱa ８０

 Ⅲ ４０

 Ⅳ ０



20 

６　長寿命化修繕方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

１）長寿命化修繕計画の流れ 

本計画は『社会的リスクの軽減』を目的として、定期点検結果から『管理水準の決定』

『対策費用の算出』『対策実施時期の決定』を行います。本計画の計画期間は、各種取組

の実施時期を考慮し10年とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6.1　長寿命化計画の流れ 

補修設計・補修工事の実施

定期点検の結果

次回点検の実施

対策計画の策定

・対策工法選定

・概算費用算出

対策が

必要な箇所

対策が

不要な箇所

管理水準の設定

道路トンネル長寿命化修繕計画策定

次回以降点検計画の策定

社会的リスクの軽減

道
路
ト
ン
ネ
ル
長
寿
命
化
修
繕
計
画
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また、道路トンネル長寿命化修繕計画は、5年に1回実施する定期点検等の結果を踏まえ

て、『PDCAのスパイラルアップ』による対策方針や工事対象範囲の見直しなど、継続的な

改善を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6.2　長寿命化計画のスパイラルアップ 

 

出典）鳥取県インフラ長寿命化計画（行動計画）-社会経済活動の維持と発展を支える 

社会基盤の戦略的な長寿命化対策-　平成 28 年 3 月　鳥取県 
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２）管理水準の決定 

　本計画では道路トンネル定期点検要領より、「Ⅲ判定」以上の変状箇所を補修対象とする

ことを原則とします。 

 

表6.1　表　対策判定区分表と管理水準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 

 

 

 

 

 

 

　ただし、予防保全の観点からⅢ判定未満の変状についても対策が妥当と判断した場合は、

計画的に補修工事を実施する予定です。 

？？管理水準とは？？ 

道路トンネルを管理する水準で、トンネル定期点検の結果を受けて対策

を行うか否かの指標とする水準のことです。

補修
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トンネル内の照明や非常用施設については、機能の低下や故障等の予見が難しく、性能保

証からも耐用年数毎の更新が必要となるため『時間計画保全』による管理とします。 

 

 

表6.2　保全の区分 

 

 

 

 

 

 

　 

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

？？『時間計画保全』とは？？ 

『時間計画保全』は耐用年数等の対策周期毎に更新を行い、機能の維持

を図る保全のことです。日常点検や定期的な保守点検において、機能の低

下や故障などを予見することが難しく、性能保証の面からも延命化が困難

で、耐用年数毎の更新が避けられない施設・設備等に適用されます。

保全の種類 項　　目

予防保全 本体工

時間計画保全
照明設備
非常用施設（非常用電話、消火器、押ボタン式通報装置など）
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３）対策内容の整理 

 

　日野町管内４トンネルの維持管理にあたり、今後、以下の事業が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記①～⑥の事業について、その実施予定時期を以下に整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 6.3 事業実施時期予定 

 

 

 

 トンネル名 2025 2026 2027 2028

 
久住トンネル

長寿命化

計画策定
補修設計 補修工事 定期点検

 
鶴見トンネル

 
黒谷トンネル

 
茗荷谷トンネル

①補修設計  

②補修工事  

③定期点検  

④照明設備設計（久住トンネルを除く） 

⑤照明設備更新工事（久住トンネルを除く） 

⑥詳細調査（久住トンネルを除く） 

①補修設計・・・2026 年度（以降、点検結果に応じて実施） 

②補修工事・・・2027 年度（以降、点検結果に応じて実施） 

③定期点検・・・2028 年度（以降、5 年ごとに実施）  

④照明設備設計・・・劣化状況と予算の平準化の観点から決定 

⑤照明設備更新工事・・・④と同様 

⑥詳細調査・・・次回点検時（2028 年度）
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４）対策費用の算出 

本計画では次回点検までに必要なトンネル本体工補修費用と附属物の更新費用、各種

点検調査・設計費用を算出しました。 

 

(1)トンネル本体工補修費用について 

本計画では管理水準（Ⅲ判定）を上回るトンネルの要対策変状に対し、一般的に採用

事例の多い工法を選定し、費用を算出します。 

対象変状の種類は「小規模な目地のうき」と「目地部の欠損部」および「漏水」です。 

 

〇小規模な目地部のうき 

　各トンネルで複数確認されている目地部のうきは、いずれも小規模なため、主たる目

的が小片はく落防止となります。よって、安価で施工性に優れる FRP メッシュ工を想定

工法とします。  

 

＜FRP メッシュ工＞ 

　覆工表面にコンクリートアンカー等を使用して FRP メッシュを設置する工法。比較的

狭い範囲で覆工片が落下する恐れのある場所において適用事例が多い。安価で施工性に

優れるため、緊急対策としても適する。 

 

 

 

 

 

 
図 6.3　FRP メッシュ工概要図 

 

 

 

 

 

 

 

写真 6.1 FRP メッシュ設置状況例 
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〇目地部の欠損部 

　茗荷谷トンネル、黒谷トンネルでは外カーブ側の後打ちモルタルが広範囲に劣化して

おり、現場で叩き落しを実施したものの 50～100mm 程度の欠損や、鉄筋露出を生じて

いる部分があることから、断面修復工と炭素繊維シート工の併用を想定します。  

 

＜断面修復工＞ 

覆工コンクリートのはく離箇所や劣化箇所をはつり落とした部分、またはすでに覆工

コンクリートに生じている断面欠損箇所をもとの断面形状に修復する工法。ポリマーセ

メントモルタル等の高分子材料（エポキシ樹脂等）を混入したモルタル系材料を充填、

塗布することによって断面修復を行う例が多い。 

 

 

 

 

 

 

 
　　図 6.4　断面修復工概要図　　　　　　　　　写真 6.2 断面修復工施工状況例 

 

＜炭素繊維シート工＞ 

　炭素繊維をエポキシ樹脂で面的にプラスチック化させる工法。引張強度に優れるため、

覆工面の補強や、はく落荷重が大きな箇所に適用される。 

 

 

 

 

 

 
　図 6.5 炭素繊維シート工概要図 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真 6.3　炭素繊維シート設置状況例 
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〇漏水箇所 

　久住トンネル、黒谷トンネルで確認されたひび割れ沿いからの漏水箇所は、ひび割れ

箇所への追従に優れ、内空側に張り出しを生じない溝切り工を想定します。 

 

＜溝切り工＞ 

漏水の発生原因となっているひび割れ部を V 型断面や U 型断面に形成し、その中にパ

イプやゴムで導水工を設け、表面をセメント系充填剤やゴム系シール材によって覆い、

シールする工法である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.6 溝切り工 概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 6.3　溝切り工施工状況例 

 

次ページに上記工法を実施した場合の想定金額を示します。 
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(2)附属物更新費用について 

久住トンネルを除く 3 トンネルにはトンネル坑内照明が設置されています。本計画で

は対象 3 トンネルについて、照明設備の更新工事費用を延長に応じた想定金額を用いて

算出します。 

 
表 6.4 想定金額（照明更新） 

 

 

 

 

 

 

　上表に基づいて算出した照明設備の更新工事費用は次の通りです。 

　　  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)詳細調査費用について 

外力作用が懸念される茗荷谷トンネル、黒谷トンネルでは次ページに示す詳細調査を

計画しており、その費用はおよそ 350 万～400 万程度です。 

 

　○鶴見トンネル（L=465m）・・・46,500 千円 

 

　○黒谷トンネル（L=269m）・・・40,350 千円 

 

　○茗荷谷トンネル（L=219m）・・・32,850 千円
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H30 年度点検成果より抜粋 
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H30 年度点検成果より抜粋 
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H30 年度点検成果より抜粋 
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H30 年度点検成果より抜粋 
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７　今後の維持管理計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

トンネルの維持管理は以下のフローに従い実施します。 

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.1　今後の管理フロー

ト ン ネ ル 点 検

・トンネル本体工

（附属物の取付）

『Ⅰ』

『Ⅱ』

『Ⅲ、Ⅳ』

補修設計、補修工事

次 回 点 検

・照明設備、非常用設備

以

内

間近

更新設計、更新工事

（×）

（○）

異
常
無
し

多数の異常あり

耐用年数点検結果

点検結果

点検対象
本体工 施設・設備
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　８　新技術の活用・費用縮減　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

　令和１０（2028）年度までに、定期点検及び補修工事について、NETIS（新技術情報提供

システム）などを参考に新技術を活用することを目標とします。 

また、新技術を活用した定期点検及び補修工事を実施することで、費用を２百万円縮減

することを目標とします。 

なお、トンネルの機能を他の道路施設に「集約化・撤去」という費用縮減の方法もあり

ますが、付近に集約する道路施設がないことなどから、適用できるトンネルはありません。 
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９　おわりに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

日野町では、今回策定した「道路トンネル長寿命化修繕計画」に基づき、より効果的で

効率的な維持管理を行い、安全性の確保に努めてまいります。 

 

今後も、5年に1回の定期点検によりトンネルの健全性を把握し、その結果に基づき長寿

命化計画の見直しを継続的に行ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


